
































6　「今おられ、 かつておられ、 やがて来られる方」 の部分の原文は、ὁ ὢν καὶ ὁ ἦν καὶ ὁ 










しはあるという者だ」に淵源をもつ ὁ ὢν の語のみが、12世紀以降キリストのニンブス内の十字
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　オフリド湖畔、 S t r u g a 近 郊
Radožda のアルハンゲル・ミハイ




















































































































































































































































































ントクラトール cols.1014ff.；日の老いたる者 col.1028；インマヌエル cols.1008ff..）；R.Hamann-MacLean,














（６） 今のところ13世紀初頭と考える説が有力である。S.Pelekanidis,M.Chatzidakis,Kastoria (Byzantine Art in 
Greece),Athens1984,pp.6-19.
（７） G.Subotić,СВЕТИ КОНСТАНТИН И ЈЕЛЕНА У ОХРИДУ,Beograd1971;C.Grozdanov,ОХРИДСКОТО 
ЅИДНО СЛИКАРСТВО ОД ХІV ВЕК,Ohrid 1980, pp.159-69（1400年頃）；G. Subotić, ОХРИДСКА 
СЛИКАРСКА ШКОЛА ХV ВЕКА,Beograd1980,pp.78-86（1380年代）．オフリドの後期聖堂については、今
日もこの後２著が基本文献である。しかし私は最近の文献を含めたセルビア語、マケドニア語の研究を十分
に使うことができない。将来出るかも知れない後期ビザンティン専門の若い研究者に俟ちたい。
（８） Subotić,passim,esp.pp.173ff.（15世紀）；L.Mojsoska,The Church of the Virgin at Bolnički,Ohrid2001;S.
Saveski,Church Saint Mother of God Hospitaller,Ohrid2007.
（９） R.Krautheimer,Early Christian and Byzantine Architecture,NewHavenandLondon1986(4thed.).
（10） N.Gkioles,Βυζαντινή ναοδομία,Athens1987.
（11） シリル・マンゴー　飯田喜四郎訳『ビザンティン建築（図説世界建築史５）』本の友社、1999年、pp.153-59.
（12） Ch.Bouras,Βυζαντινή και μεταβυζαντινή αρχιτεκτονική στην Ελλάδα,Athens2001.聖堂の年代決定は壁
画以上に困難であるが、ブラス夫妻による以下の研究によれば、180余りあるギリシア国内の12世紀の聖堂中
に横断ヴォールトの形式は見られない。基本的に後期の聖堂様式と考えていいだろう。Ch.Bouras,L.Boura,







いては、ペペクのモノグラフを参照。P.Miljković-Pepek,ДЕЛОТО НА ЗОГРАФИТЕ МИХАЛО И ЕУТИИЈ, 
Skopje1967.






（23） A.Lidov, “L’imageduChrist-prélatdans leprogramme iconographiquedeSainteSophied’Ohrid,”Arte 
Cristiana 79 (1991), pp.245-50; I. Sinkević,The Church of St. Panteleimon at Nerezi. Architecture, 
Programme,Patronage,Wiesbaden2000,pp.41f..
（24） 近年のモノグラフは以下。過去の文献はとくに前者を参照。Sinkević,op.cit.;D.BardzievaTrajkovska,St. 













（30） P.L.Vocotopoulos,Byzantine Illuminated Manuscripts of the Patriarchate of Jerusalem,Athens/Jerusalem
2002,pp.124-181,esp.146-149.
（31） T.Avner,“TheImpactoftheLiturgyonStyleandContent.TheTriple-ChristSceneinTaphou14,”JÖB
32/5(1982).XVI.InternationalerByzantinistenkongress,AktenII/5,459-67（「キリスト三態」に関する文献
は注１参照）;G.K.McKay, “ChristPolymorphisminJerusalem,Taphou14:AnExaminationofTextand
Image,”Apocrypha14(2003),pp.177-92.
（32） 辻絵理子「ストゥディオス修道院工房における「キリスト三態」」『地中海研究所紀要』（早稲田大学）６
号、2008年３月、pp.89-98.
（33） Velmaj のスヴェーティ・ニコラ（Sv.Nikola：聖ニコラオス）は一部に14世紀の「受難の聖母」像をもつ
ビザンティンの聖堂である。ナオスの装飾はおそらく19世紀であるが、その天井ヴォールトに東から「昇
天」、「日の老いたる者」（頭部西向き）、「パントクラトール」、「インマヌエル」（頭部東向き）の４メダイヨ
ンが描かれている（タイプ８）。内陣の「昇天」を除けば、頭部の向きは一様ではないが、カストリアの「キ
リスト三態」が実現している。
（34） 注４前掲論文 p.356.修道院全体については、Sh.Amiranashvili,Damiane,Tbilisi1980.
（35） 髙橋榮一編『ビザンティン美術（世界美術大全集６）』小学館、1997年、図208、p.425.
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図４、６、７　菅原裕文撮影
図12　Vocotopoulos(n.30),fig.69.
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